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印刷田辺印刷
毎月 1日・ 16日発行

秋の全国火災予防運動が始ま った11月26日、上堀の千曲川市民緑地では「油脂火災の消火実験」 が行わ

れました。 この消火実験は、上小地域広域事務組合消防本部と危険物安全協会などが中心とな って石油類、

LPガスなど危険物火災に対する消火技術の向上をめざして実施したものです。(写真は危険物積載車両の
衝突実験)
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市民と市長の日

毎月 1日に行っています「市民と

市長の日」を新年は、 1月13日(ノ')()午前

9時から午後 4時まで、市役所 3階市

長室て‘行います。

お気軽におでかけください。

- 第 85

平 Il 

下光子 ( 中失~t 日j 

さ i

ん-I 

丁

)1. 目

上塩尻 新回

-:ー¥ ー/'、
ーー-!ノー、

崎宮喜代子 長広岡太師

きさ
んん

小中

泉村

五四
九七

~ー

こ L

市民重定を t l R 4 ! 

ゲコ

すま i 

い
ま
ち
に
し
ま
す
。



だ 昭和56年12月16日一一一一(2)ーえつ広報ー第 853号

12月定例市議会が開会

諸予算総額200億を超す

12月定例市議会が、 12月 2日から始まりました。

当日は、石井市長が施政方針を述べ、提出議案の説

明をしました。今回の市議会は、 12月げ日まで16日

間の会期で聞かれる予定で、障害に関する不快用語

を改善する「障害に関する用語の改善のための関係

条例の整理に関する条例の制定案Jr昭和56年度上田

市一般会計千'甫正予算案」など28議案が提案・審議さ

れています。

• 
市
長
提
案
説
明
要
旨

本
定
例
市
議
会
は
、
私
に
と
り
ま
し

て
三
期
自
の
市
政
を
担
当
す
る
最
初
の

市
議
会
で
あ
り
、
改
め
て
そ
の
責
務
の

重
大
き
に
身
を
ひ
き
し
め
、
心
を
新
た

に
し
て
今
後
の
市
政
運
営
に
取
り
組
む

決
意
で
あ
り
ま
す
。

財
源
確
保
に
努
力

今
後
の
市
政
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
今
ま
で
手
が
け
て
き
た
小
牧
橋

を
は
じ
め
、
各
種
継
続
事
業
の
早
期
完

成
を
図
る
と
と
も
に
、
長
期
基
本
構
想

に
基
づ
く
後
期
基
本
計
画
の
諸
施
策
を

計
画
的
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
市
民
要
望
や
、
社
会
情

提案説明する石井市長(右)

勢
の
変
化
に
伴
う
新
規
事
業
に
つ
い
て

も
検
討
を
加
え
、
実
施
計
画
に
組
み
込

ん
で
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
国
の
行
政
改
革
に
よ
る
財

政
再
建
期
間
と
重
な
り
、
厳
し
い
財
政

事
情
が
予
想
さ
れ
、
前
途
は
容
易
で
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
あ
た
り
、

財
源
確
保
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

経
費
の
節
減
や
効
率
化
を
図
り
、
健
全

財
政
を
維
持
し
つ
つ
計
画
的
に
事
業
を

推
進
し
て
、
市
民
の
要
望
に
応
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
と
駅
前
整
備

ま
ず
、
私
の
三
期
日
市
政
の
柱
と
し

て
は
、
高
速
交
通
道
路
網
の
整
備
に
よ

る
交
通
渋
滞
の
解
消
と
安
全
な
生
活
道

路
の
確
保
を
、
当
面
の
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
は
、
こ
の
た
び
の
自
民

党
役
員
会
で
、
新
幹
線
整
備
五
線
の
う

ち
東
北
新
幹
線
と
と
も
に
優
先
着
工
す

べ
き
も
の
と
し
て
、
建
設
着
工
の
準
備

を
進
め
る
た
め
の
環
境
影
響
評
価
な
ど

を
促
進
す
る
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
だ
、
建
設
財
源
の
地
元
負
担
、
ル
ー

ト
の
調
整
な
ど
の
問
題
は
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
長
年
の
上
田
駅
誘
致
促
進
運

動
が
実
を
結
び
、
建
設
に
向
け
一
歩
前

進
し
た
こ
と
は
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
今
後
は
、
ル

l
ト
、
駅
舎
の
発

表
を
待

@

駅
前
を
中
心
と
し
た
整

• 
備
計
画
な
ど
の
策
定
に
、
万
全
を
期
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
上
田
市
の
産
業
経
済
の
発
展

に
欠
か
せ
な
い
関
越
自
動
車
道
上
越
線

に
つ
い
て
も
、
建
設
促
進
に
努
力
し
ま

す。

環
状
線
道
路
構
想

高
速
交
通
機
関
の
促
進
に
あ
わ
せ
、

生
活
道
路
の
確
保
を
図
る
施
策
と
し
て
、

市
街
地
周
辺
を
含
め
た
「
環
状
線
道
路

構
想
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
街

地
か
ら
放
射
状
に
伸
び
る
国
道
と
主
要

幹
線
道
を
、
市
街
地
の
外
側
で
通
過
車

両
と
市
内
進
入
車
両
を
区
分
す
る
方
式

で
、
右
岸
の
上
回
バ
イ
パ
ス
と
左
岸
の

都
市
計
画
街
路
な
ど
を
、
今
回
着
工
し

た
「
小
牧
橋
」
と
上
回
篠
ノ
井
バ
イ
パ

ス
計
画
に
よ
る
千
曲
川
架
橋
で
、
そ
れ

ぞ
れ
接
続
す
る
と
い
う
構
想
で
す
。

次
に
、
上
田
市
と
周
辺
地
域
を
結
ぶ

重
要
路
線
と
し
て
の
国
道
の
改
良
整
備
、

浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道
、
平
井
寺
ト
ン

ネ
ル
、
矢
沢
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
早
期
建

設
を
促
進
し
、
東
信
地
域
の
経
済
交
流

の
増
大
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

産

業

の

振

興

生
活
環
境
の
整
備
は
、
し
尿
処
理
場

施
設
の
改
善
計
画
を
さ
ら
に
進
め
る
と

と
も
に
、
周
辺
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
家
庭
雑
排

水
処
理
施
設
の
早
期
建
設
と
焼
却
炉
の

増
改
築
に
努
力
し
ま
す
。
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農
業
に
つ
い
て
は
、
都
市
近
郊
型
農

業
へ
の
発
展
を
目
標
に
、
ほ
場
・
農
道

の
箆
備
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
な
ど
の
土

地
基
盤
整
備
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

商
業
で
は
、
既
存
商
庖
街
の
振
興
の

た
め
、
商
閣
の
拡
大
を
図
り
、
商
庖
の

協
業
化
、
共
同
化
、
専
門
化
を
促
進
し
、

大
中
型
庖
と
の
共
存
共
栄
対
策
に
努
め

ま
す
。工

業
に
つ
い
て
は
、
気
候
風
土
を
生

か
し
た
金
属
加
工
業
の
発
展
育
成
を
図

り
、
自
動
車
部
品
エ
業
な
ど
の
産
地
化

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
工
場
適
地
を

確
保
し
て
、
地
場
産
業
の
団
地
化
と
優

良
工
場
の
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
小

規
模
企
業
の
安
定
化
の
た
め
市
制
度
資

金
の
充
実
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
観
光
会
館
の
建
設
と

鎌
倉
街
道
や
別
所
温
泉
、
上
回
城
周
辺

の
観
光
整
備
を
進
め
、
諸
国
体
と
協
調

し
て
観
光
客
の
招
致
に
努
め
ま
す
。

だえつ報広一

教

育

文

化

の

振

興

で

は

通

学

区

域

印
の
再
編
成
に
よ
る
学
校
新
設
を
推
進
す

則
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
急
増
に
対

ロ

・応
し
た
校
舎
の
増
改
築
を
計
画
的
に
進

貯
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
文
化
活

開
動
の
拠
点
と
し
て
の
総
合
的
な
文
化
セ

イ
ン
タ
ー
、
児
童
科
学
館
の
建
設
と
中
央

一
公
民
館
の
改
築
を
進
め
、
さ
ら
に
香
り

一
高
い
教
育
都
市
を
目
指
し
て
大
学
の
誘

ω
致
、
既
存
大
学
の
充
実
整
備
も
図
り
た

一
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
と
児
童
科
学
館

111・
福
祉
の
充
実
は
、
国
際
障
害
者
年
を

契
機
に
、
市
民
の
社
会
福
祉
に
対
す
る

意
識
を
深
め
、
心
の
通
う
福
祉
都
市
の

実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、

十
月
に
完
成
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
の
老
人
の
生
き
が
い
対

策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
で
き
る
諸
施
策
を
進
め
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正

マ
障
害
に
関
す
る
用
語
の
改
善
の
た
め

の
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

今
年
は
、
障
害
を
も
っ
人
に
理
解
と

関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し
、
平

等
に
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
の

国
際
障
害
者
年
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

障
害
に
関
す
る
不
快
用
語
を
改
善
す
る
た

め
、
関
係
す
る
九
条
例
を
改
正
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

マ
職
員
退
隠
料
、
退
職
給
与
金
、
死
亡

給
与
金
及
び
遺
族
扶
助
料
条
例
等
の

一
部
改
正

恩
給
法
の
改
正
に
準
じ
て
、
仮
定
給

料
年
額
及
び
最
低
保
障
額
の
引
き
上
げ

と
障
害
に
関
す
る
不
快
用
語
の
改
善
を

図
り
た
い
な
ど
の
改
正
で
す
。

ー
一
般
会
計

1

補
正
予
算
の
主
な
内
容

今
固
め
補
正
額
は
、
五
億
六
千
四
百

二
十
六
万
円
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
二
百
四
億
五
千
八
百
八
十
八
万
七

千
円
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

繰
越
金
一
億
六
千
六
十
二
万
九
千
円
、

国
庫
支
出
金
一
億
五
千
五
百
四
十
二
万

三
千
円
、
県
支
出
金
一
億
一
千
七
百
六

十
五
万
三
千
円
な
ど
、
い
ず
れ
も
収
入

可
能
額
の
計
上
で
す
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

*
総
務
費

一
億
六
千
万
円
の
積
立
金
は
、
地
方

財
政
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
前

年
度
繰
越
金
の
泌
相
当
額
を
財
政
調
盤

基
金
と
し
て
積
み
立
て
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
普
通
交
付
税
の

算
定
の
中
で
、
清
掃
費
と
し
て
上
小
衛

生
施
設
組
合
及
び
上
田
市
・
真
田
町
じ

ん
か
い
焼
却
場
組
合
に
お
け
る
起
債
の

元
利
償
還
分
が
、
上
田
市
に
一
括
交
付

さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
構
成
町
村
の
負

担
率
に
応
じ
て
精
算
の
う
え
配
分
し
ま

す
。
こ
の
経
費
に
衛
生
施
設
分
六
千
六

十
一
万
七
千
円
、
焼
却
場
分
二
百
四
十

四
万
六
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
上
田
市
分
が
三
千
八
百
三
十
四

万
一
千
円
で
、
残
り
二
千
四
百
七
十
二

万
二
千
円
が
町
村
分
と
な
り
ま
す
。

*
民
生
由
貿

生
活
保
護
費
に
お
け
る
医
療
扶
助
費

の
追
加
分
に
八
千
四
百
八
十
万
円
、
丸

子
町
に
新
設
さ
れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ

aEm 

l
ム
徳
寿
荘
ほ
か
の
老
人
施
設
入
寮
者

措
置
費
に
一
千
二
百
三
十
一
万
二
千
円
。

こ
の
ほ
か
、
部
落
解
放
運
動
団
体
補
助

金
五
百
七
十
万
円
、
統
合
新
設
さ
れ
る

東
塩
田
保
育
園
の
通
園
用
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
購
入
補
助
金
百
六
十
万
円
、
私
立
幼

稚
園
運
営
費
補
助
金
と
し
て
四
百
五
十

四
万
五
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
衛
生
費

増
大
す
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
運
搬

処
分
委
託
料
と
し
て
、
七
百
二
十
万
円

を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

転
作
促
進
特
別
対
策
事
業
補
助
金
と

し
て
、
大
久
保
地
区
の
換
地
、
神
科
地

区
ほ
場
繋
備
、
豊
里
地
区
土
壌
改
良
に

あ
わ
せ
て
九
千
九
百
六
十
四
万
九
千
円
。

麦
・
大
豆
等
生
産
総
合
振
興
対
策
事
業

補
助
金
と
し
て
上
田
市
農
協
の
麦
乾
燥

調
整
施
設
を
は
じ
め
、
集
団
営
農
用
機

械
整
備
な
ど
に
三
千
五
百
五
十
九
万
五

千
円
。ま

た
、
長
池
の
市
単
た
め
池
整
備
事

業
に
お
け
る
東
池
、
中
池
の
廃
止
に
伴

う
補
償
料
二
千
八
百
万
円
を
二
か
年
分

割
払
い
と
し
て
、
今
年
度
分
一
千
四
百

万
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

*
商
工
費

去
る
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
一

回
躍
進
す
る
上
回
の
工
業
展
H

に
対
し

て
九
十
万
円
の
補
助
金
、
塩
田
商
工
会

に
お
け
る
小
売
商
業
近
代
化
対
策
事
業

補
助
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
賞

道
路
関
係
で
は
、
市
道
四
号
踏
切
保

安
設
備
と
し
て
、
上
回
交
通
電
車
橋
南

側
堤
防
道
路
に
警
報
機
付
し
ゃ
断
機
の

設
置
及
び
構
造
改
良
の
た
め
の
補
助
金

七
百
八
十
六
万
七
千
円
、
県
道
工
事
地

元
負
担
金
と
し
て
二
千
六
十
万
一
千
円
。

公
園
費
で
は
、
西
部
公
園
の
用
地
取

得
費
四
千
八
百
六
十
四
万
二
千
円
、
公

共
下
水
道
賀
で
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
に
対
す
る
繰
出
金
一
千
九
百
万
円

な
ど
の
計
上
が
あ
り
ま
す
。

*
消
防
費

消
防
団
員
ほ
か
、
消
防
活
動
協
力
者

に
対
す
る
公
務
災
害
補
償
資
百
九
十
四

万
八
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

*
教
育
費

長
野
大
学
の
施
設
笠
備
に
対
す
る
補

助
金
と
し
て
大
学
会
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
建
設
な
ど
に
六
百
五
十
万
円
。
小
中

学
校
の
増
級
、
増
員
の
た
め
の
備
品
購

入
に
五
百
六
十
六
万
四
千
円
、
県
営
野

球
場
の
駐
車
場
整
地
工
事
費
百
三
十
万

円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
災
害
復
旧
費

台
風
十
五
号
の
被
害
に
対
す
る
国
の

査
定
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
、
農
地
災
害

の
関
係
で
は
頭
首
工
な
ど
緊
急
に
復
旧

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
多
く
、

工
事
費
で
六
千
三
百
四
十
万
円
。
土
木

関
係
で
は
、
千
曲
川
河
川
敷
公
園
の
災

害
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
が
得
ら
れ
る

見
通
し
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
工
事
費

と
し
て
四
千
九
百
六
十
四
万
二
千
円
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。
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11万市民の家計簿
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、
上
半
期

と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に
財
政
内

容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
上
半
期
(
五
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
)
の
財

政
状
況
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
、
表
を

ご
ら
ん
い
た
だ
き
、
ご
理
解
を
深
め
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

えつ広報一 第 853号

一般会計上半期収支状況(昭和56年9月30日現在)

判
山
刷

科 自 予 J~: 官H 支出済額 執行率

民 生 -伎 471怠7，138万8千円 19f.M，078万円
% 

41. 5 

土 木 ，{'( 30億2，679万1千円 61窓6，522万1千円 22.0 

教 育 1主 27 f.~8 ， 603万2千円 81芭3，031万9千円 29.8 

決林水産業費 22f.M，708万5千円 41E3，259万2千円 19.1 

商 工 a伐 mrr:5，926万2千円 131Q8，840万円 78.9 

絵、 T若 'e( 17f:ri:2，244万円 81.む1，266万5千円 47.2 

i~、 イ氏 '伐 Il1.M，097万8千円 5fQ6，039万8千円 47.5 

l!/.r 生 '伐 9億3，049万9千円 4f古8，608万2千円 52.2 

I向 防 ，{~ 51意8，938万3千円 212'4，339万円 41. 3 

労 1効 E伐 31意3，172万1千円 1 IE8， 083万5千円 54.5 

災害復旧費 21意7，526万2千円 。 。。
議 ぷZ〉三、 iを 2億1，351万8千円 llE 242万2千円 48.0 

諸支出金 3，600万円 。 。。
予 イ筒 1主 426万8千円 。 。。

.g、 言十 198億9，462万7千円 76偲8，310万4千円 38.6 

や議歳入喝

科 目 予 ~ 自買 収入済額 収入率

76億5，807万4千円
~ 。

市 税 39億5，712万2千円 51. 7 

市 N~ 251苦8，920万阿 。 。。
国 l卓支 出金 24(意9，455万5千円 91昔、6，591万6千円 38.7 

I出 万 交 付 税 2 lf.~ I ， OOO万円 13億4，716万2千円 63.8 

諸 ~X 入 161E6，309万l千円 5，422万7千円 3.3 

県支出金 10(芯7，737万3千円 7，665万3千円 7.1 

分 tll金 l止び
10億 838772千円 2(意3，892万4千円 23.7 負tIl金

総 人 金 3(怠7，304万6千円 300万円 0.8 

財産収入 2(意4，212万2千円 1(窓2，890万5千円 53.2 

使用料及び
2(意 88万6千円 1(窓1，788万9千円 58.7 子 数 料

地方議与税 lfE8，500万同 5，045万9千円 27.3 

繰 越 金 l(窓5，000万円 31怠1，062万9千円 207.1 

向ill1J'巨耳H早税
1 I意 100万円 3，974万7千円 39.4 交 付 金

寄 l対 金 2，851万8千円 25万5千円 0.9 

交 通 安 全 対 策
1，338万円 。 0.0 

特別交付金

t口h、 2十 198億9，462万7千円 72億9，088万8千円 36.6 

債務負担行為(昭和56年 9月30日現在)

(昭和56年 9月30日現作)

l 4億1.000万円 | 

1181ち3，560万8千同

55(意5，569万l子円

一時借入金

債務負担議決額

書目

借入現在高

H!. 負実

(昭和56年 9月30日現在)

区 分 一般会計 特 別 会 計 .g. 言十

昭和56年 3月末現在高 861.さ2，085万5千円 431意7，865万2千円 129億9，950万7千円

昭和56年 4月1日から
151意8，770万円 7，730万円 16億6，500万円

9月末日までの借入

ag干日56年 4月1日から
21.意 852万円 4，951万6千円 2億5，803万6千円

9月末日までの償還額

差引現在高 100億 3万5千円 44{害 643万6千円 144億 647万l千円

地方債現在高
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自然運動公園の総合体育館建設

(写真上)、都市計画街路事業の

秋和上堀線、市営住宅建設など

にカが注がれました。

-積立金

市

教育費 民生費
神科・北小学校の増改築、城南 老人福祉センターの移転新築(写

小学校(仮称)の敷地造成、旧健 真上)、報恩寮の新改築、盲導犬

康センターの改修など教育施設 貸与事業など市民福祉の向上に

の充実に力が注がれました。 カが注がれました。

特別会計上半期収支状況

歳入 濡 (昭和56年 9月30日現在)

-有価証券 科 目 予 算 古員 収入済額 収入率

国民健康保険事業 33f.iJ:2，909万6千円 12f怠1，114万4千円 36.(0 

公共下水道事業 14f意6，237万5千円 2f意7，608万3千円 18.9 
16億5，752万 有 1，319万1，385円 同和金地等区貸住付宅事新築 4f在9，963万2千円 7，743万7千円 15.5 

資業

2，081円 財
産

-土 i也 の
状

136万9，523m2 j兄
昭
和
56 
年

-山 手本
9 
月
30 
日

現在

1，691万6，122m2

地方債現在高

区 分 金

一般会計現代高 100億 3万5千円

特別会計現冶高 441窓643万6千円

土地取得事業 2f.M，100万円 3f意 38万8千円 115.1 

福祉事業センタ一事業 1億1，782万8千同 5，711方6千円 48.5 

塩固有線放送電話事業 3，921万3千円 1，772万3千円 45.2 I 

-建 物 交通災害共済事業 2，560万8千円 2，353万4千円 91.9 

.g.. 計 57f:~3 ， 475万2千円 19f~6 ， 342万5千円 34.2 

21万8，718m2
歳出

手ヰ 目 予 算 客員 支出済額 執行率

国民健康保険事業 33f窓2，909万6千円 1lf意4，913万7千円 34. s'% 

公共下水道事業 14f意6，237万5千円 31意 611万6千円 20.9 

-住 F弓』コ『 同和金地等区貸住付宅司新王築
資 業

4f:i!:9，963万2千円 2f.i!:6，262万5千円 52.6 

土地取得事業 2f芯6，100万悶 4，377万4千円 16.8 

敷地 22万5，854m2
福祉事業センタ一事業 H草1，782万8千円 5，804万7千円 49.3 

塩田有線放送電話事業 3，921万3千円 1，654万6千円 42.2 

建物 5万4，254m2
交通災害共済事業 2，560万8千円 1.179万5千円 46.1 

.g.. 言十 57f1!'3:475万2千円 18f意4，804万円 32.2 

〔参考〕
(昭和56年 9月30日現在) 債務負担行為 (昭和56年 9月30日現在)

議決額|笑負担額吉貢 区分

一般会計現在高 I 1181意3，560万8千円 I551.窓5，569万1千円

特別会計現在高 o 0 

企業会計現在高 o 0 

企業会計現在高 361意 17万5千円 {産水院道351意45，.814697万万87千千円同

o議決額は議会で承認された限度額、実負担額は実際に負担する額

一時借入金 (昭和56年 9月30日現在)

{一般会計2億2，000万円
4億1，000万円内訳{

£口入 員十 180億664万6千円

l企業会計1億9，000万円
{昔入現 {:E高
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保育園児の入園受付

昭和57年度

来
年
四
月
に
入
国
す
る
保
育
園
児
の

入
国
受
付
を
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
の
と

お
り
各
保
育
園
で
行
い
ま
す
。
次
の
入

国
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、
希
望
さ
れ

る
保
育
園
で
入
園
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
在
園
児
に
は
保
育
園
か

ら
配
布
、
新
た
に
入
国
を
希
望
さ
れ
る

方
は
地
区
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

十
月
に
実
施
し
た
保
育
園
入
園
の
事

前
調
食
の
結
果
、
一
部
の
保
育
園
で
は

定
員
の
適
正
化
な
ど
の
た
め
、
や
む
を

得
ず
園
児
の
調
整
を
し
ま
し
た
が
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

な
お
、
十
月
に
事
前
調
査
書
を
提
出

さ
れ
て
い
て
も
、
今
回
の
入
園
受
付
で

入
国
申
請
書
を
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
入

園
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
手
続
き
は
必
ず

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
園
資
格
〉

①
母
親
が
勤
め
て
い
て
、
同
居
の
家
族

に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合

②
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事

(
自
営
業
、
農
業
な
ど
)
に
従
事
し

て
い
て
、
同
居
の
家
族
に
保
育
す
る

人
が
い
な
い
場
合

③
母
親
が
出
産
め
前
後
ま
た
は
疾
病
、

あ
る
い
は
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
同

居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い

場
合

④
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
ま
た
は

.
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一
受

園

線

一

一
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一
入
保
∞
一

一
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児
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⑫
一

一
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保
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一
育
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一

一
保

児

一
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心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、
母

親
が
常
に
そ
の
看
病
に
あ
た
り
、
同

居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い

場
合

⑤
母
親
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
な
ど

の
家
庭
で
、
同
居
の
家
族
に
保
育
す

る
人
が
い
な
い
場
合

⑥
災
害
に
よ
っ
て
居
宅
を
失
い
ま
た
は

破
損
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め
に
保
育

で
き
な
い
場
合

間
入
国
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
も
、
保

育
園
の
定
員
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

入
国
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
長
時
間
保
育
v

長
時
間
保
育
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

申
請
書
は
、
実
施
固
ま
た
は
児
童
保
育

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
障
害
児
保
育
〉

保
育
園
の
入
国
資
格
に
該
当
し
、
児

童
に
身
体
の
障
害
が
あ
る
場
合
に
、
入

国
で
き
ま
す
。

受
け
入
れ
体
制
な
ど
考
慮
す
る
上
で
、

専
門
医
ま
た
は
専
門
機
関
の
意
見
蓄
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
入
間
受
付
の
際
、

こ
の
立
凡
舎
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
添
付
が
困
難
な
場
合
は
、
児
童

保
育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
方
法
〉

入
国
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
知
を
つ
け
て
、

地
区
民
生
(
児

童
)
委
員
さ
ん
に
認
印
し
て
い
た
だ
き
、

希
望
す
る
保
育
刷

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

市
立
保
育
闘
の
ト
代
同
児
に
つ
い
て
は
、

• 

受
付
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
国
の

「
園
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
添
付
書
類
〉

①
家
族
で
収
入
の
あ
る
人
の
五
十
六
年

分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
。

②
内
職
、
パ

l
ト
な
ど
で
保
育
で
き
な
い

人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に
事
業
所

所
の
証
明
。
病
人
の
看
護
ま
た
は
母

親
が
病
気
の
場
合
は
、
そ
の
診
断
書
。

③
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な
い
人

は
、
母
子
手
帳
を
提
示
願
い
ま
す
。

④
母
親
以
外
に
同
居
の
祖
父
母
な
ど
が

お
り
、
保
育
で
き
な
い
場
合
に
は
、

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書

頬
(
診
断
書
な
ど
)

〈
そ
の
他
v

①
入
国
申
請
は
、
保
育
園
の
入
国
資
格

が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
大
事

な
も
の
で
す
。
入
国
受
付
に
は
、
子

供
の
状
況
、
家
庭
の
状
況
な
ど
に
詳

し
い
方
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
が
不
完
全
な
場
合
は
、
申
請

書
を
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

東
塩
田
保
育
園
田
月
に
開
園

来
年
四
月
、
開
園
予
定
の
東
塩
田
保

育
園
は
、
か
し
わ
保
育
園
と
若
葉
保
育

園
を
統
合
し
て
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
が
、
現
在
そ
の
準
備
が
急
ピ

ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
の
入
間
受
付
は
、
か

し
わ
保
育
園
と
若
葉
保
育
闘
で
行
い
ま

す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
ー
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私立保育園・入国受付日程表

⑥1・

• () 

図 名
新入園児

在園児 電話
受付日 受付時間

東部保育図 1月20日
午後 1時~

22-0682 
午後 4時

川 辺保育園 1月20日 IJ 22-5029 

海尻保育図 1月20日 IJ 22-3476 

泉田保育園 1月20日 IJ 22-5163 

神川第一保育園 1月20日 IJ 35-0299 

神川第二保育園 1月20日 IJ 35-0349 

神科第一保育園 1月20日 IJ 22-0597 

神科第二保育図 1月20日 IJ 22-0598 

豊殿保育園 1月20日 IJ 22-6802 

南部保育園 1月21日 IJ 22-7108 

北 保 育 園 1月21日 IJ 22-3475 

梅ヶ丘保育園 1月21日 IJ グ〉 35-1171 
で

※東t孟田保育園 1月21日 IJ 

国
西塩田保育園 1月21日 IJ fご 38-2609 

ふたぱ{呆育園 1月21日 IJ 

よ
38-2063 

'-

塩田中央保育闇 1月21日 IJ て前 38-2512 

塩田北保育園 1月21日 IJ 知お句 38-2636 

極回西保育園 1月21日 IJ せ 38-2648 

浦里保育園 1月22日 IJ すまし 31-2058 

白銀保育園 1月22日 IJ 31-2004 

室 tt保育園 1月22日 IJ 31ー2142

小泉保育園 1月22日 IJ 24-7356 

城下保育園 1月22日 IJ 22-0887 

国分保育園 1月22日 IJ 27-0105 

ときわ保育園 1月22日 IJ 27-0104 

下之条保育園 1月22日 IJ 27-2986 
市役所

2月5臼 午前 8時 30分 書きな傾不か備のた人めの受み付て
児童保育a ~午後 5時 った

市立保育園・入園受付日程表

※東塩田保育園の入国受付は、若築・かしわ保育園てお車íí~ 、します。

つえ

ななとを者えと 険症④;
l 、いき再もはい「性 状 眠 i
二 、 は 認 周 、 ? こがに気 i
士連飲識囲ぜたれ 極陥に!
三転ましのひ飲くめ り お j
Zす な J 人改酒らて、 JF;
震るい j;もめ運工 高交£(

人、£飲て平乙状通れ!
せに飲か酒〈ド大態事る j
ては Iv ら運だ対丈に故。 i
〈酒た「転さす夫 bを I~ 
だをら運のいるだり起 Ii 
さ飲運転危 。甘ろまこな i
¥"ま転す険運いうすすど j

u せしる性転考」 。危の i

④③②①で;
落力車こ急 r'安は i
す | 聞と加ア 全次 j
こプ距 。速の速の i
と の 離 、 つ 度 点 i
。 手 は 急 くをに{
前、 ハ操必気 i
で長 ン作ずを i
は め ド(守つ!
、に ノレ急るけ i

スと )プこま j
ピる はレと し l
lこし!。 ょ 1
ド と なキ う i
を 。 い、 :

園 名 受 付 回 受 付 時間 電 話

甘 n 園 1月18日 午後午1時後ー4時 22-7665 

芙蓉保育園 1月18日 IJ 22-1147 

~ミカエJLイ果育園 1月18日 IJ 22-1361 

歓 喜 園 1月18日 IJ 22-1595 

極楽寺保育園 1月18日 IJ 22-4064 

西 丘保育園 1月18日 IJ 35-1157 

常 田 保育園 1月18日 IJ 22-1520 

秋 和 保育園 1月18日 IJ 27-8820 

三 好町 保育園 1月18日 IJ 24-8773 

あゆみ保育園 1月18日 IJ 23-0503 

だ

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

一(7)ー一四一昭和田年12月16日 広 報

「
ほ
ん
の
一
杯
だ
け
」
が
命
と
り

十
二
月
十
日
か
ら、

「年
末
年
始
の
交

通
事
故
防
止
運
動」

が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
運
動
は
来
年
の
一

月
八
日
ま

で
実
施
さ
れ、

主
な
運
動
の
重
点
は
「
飲

酒
運
転
の
追
放
、
ス
リ

ッ
プ
事
故
の
防

止
、
歩
行
者
事
故
の
防
止
」
の
三
点
で

す
。例

年、

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、

せ
わ
し
い
世
情
の
な
か
で
、
交
通
量
が

増
加
す
る
一
方
、

飲
酒
の
機
会
も
多
く

な
り
、
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す。

飲
酒
運
転
の
追
放

勤
め
帰
り
に
熱
カ
ン
で
キ

ユ
ツ
と
一

杯
:
:
:
。
お
酒
の
お

い
し

い
季
節
に
な

り
ま
し
た。

と
く
に
十
二
月
は
忘
年
会

な
ど
、
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
が
、

同
時
に
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
も
増
、
え
ま
す
。
「
ほ
ん
の
一
杯
だ
け
」

が
命
と
り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
「
飲
む

な
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の

鉄
則
を
ド
ラ
イ
バ

ー
の
一
人
ひ
と
り
が

自
覚
し
、
こ
れ
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し

ト目
。、「ノ。ど

ん
な
に
酒
が
強
い
人
で
も
、
飲
ん

だ
量
だ
け
は
確
実
に
体
内
に
吸
収
さ
れ
、

本
人
が
酔
い
を
自
覚
し
な
い
程
度
で
も
、

そ
の
分
だ
け
は
大
脳
や
反
射
神
経
に
影

響
が
現
わ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
|
|
|

①
反
応
動
作
が
鈍
く
な
り
、
判
断
力
や

抑
制
力
が
欠
け
る
。
②
視
力
が
減
退
し

注
意
力
が
散
漫
に
な
る
。
③
ス
ピ
ー
ド

感
が
マ
ヒ
し
、
恐
怖
感
が
な
く
な
る
。

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

こ
れ
か
ら
は
、
積
雪
や
凍
結
で
ス
リ

ッ
プ
事
故
が
増
え
て
き
ま
す
。
早
自
に

タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
や
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

使
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
冬
道

歩
行
者
事
故
の
防
止

①
冬
は
凍
結
な
ど
の
た
め
、

H

率
は
急
に

と
ま
れ
な
い
u

の
で
、
安
全
を
確
認

し
て
償
断
す
る
こ
と
。

②
夜
外
出
す
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け

明
る
い
色
の
も
の
を
上
に
着
た
り
、

懐
中
電
燈
を
携
行
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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「お年寄りを敬う作文J

えつ広報一第 853号

⑦ 入選作田

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

山岸佳子さん
(西小・6年)

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
に
と
っ

て
、
と
て
も
や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
す
。
た
ま
に
、
せ
わ
を
や
か
れ
て
い

や
だ
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
大
好
き
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
庖

に
行
っ
た
り
す
る
と
、
「
何
か
ほ
し
い
物

が
あ
っ
た
ら
買
っ
て
あ
げ
る
よ
」
と
言

い
ま
す
。
で
も
、
あ
ま
り
ね
だ
っ
た
り

し
て
も
悪
い
し
、
何
で
も
と
い
っ
て
も
、

本
当
に
何
で
も
ほ
し
い
物
を
買
っ
て
も

ら
っ
て
も
困
る
か
ら
、
私
は
い
つ
も
本

当
に
ほ
し
い
物
だ
け
を
買
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
民
ょ
う

が
と
て
も
上
手
で
す
。
城
北
の
町
で
や

っ
て
い
る
民
ょ
う
ク
ラ
ブ
へ
行
っ
た
り
、

個
人
で
先
生
の
所
に
習
い
に
行
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
ぽ
ん
お
ど
り
の
時
に
よ

く
お
ど
り
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
し
し
ゅ
う
、
縫
い
物
や

編
み
物
が
、
と
て
も
上
手
で
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
二
十
五
、
六
歳
の
こ
ろ
、

し
し
ゅ
う
の
先
生
を
や

っ
て
い
た
と
聞

、、
B
yd---‘

 

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
よ
く
自
分
の
着

物
を
作
っ
た
り
、
私
と
仁
美
の
ゆ
か
た

を
縫
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
編
み
物

で
は
、
ク
y

シ
ョ
ン
を
作
っ
た
り
、
こ

た
つ
が
け
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。
縫
っ

た
り
、
編
ん
だ
り
し
て
い
る
時
は
、
い

つ
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。
私
が

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

順
序
よ
く
、
サ
ッ
サ
と
や
っ
て
い
ま
す
。

縫
う
の
を
見
て
も
、
編
む
の
を
見
て
も

針
と
手
が
く
る
い
な
く
サ
ッ
サ
と
動
い

て
い
る
の
で
、
本
当
に
う
ま
い
な
あ
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
着
物
の
着
付
け

も
う
ま
い
の
で
す
。
よ
く
お
墓
に
行
く

時
や
、
ぽ
ん
お
ど
り
に
行
く
時
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
所
に
ゆ
か
た
と
帯
を
持

っ
て
と
ん
で
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ゆ

か
た
を
着
て
帯
を
し
め
て
も
ら
い
ま
す
。

て
い
ね
い
に
形
よ
く
し
め
て
く
れ
る
の

で
、
私
は
い
つ
も
、
結
ん
で
あ
る
所
を

さ
わ
っ
た
り
、
か
が
み
で
見
た
り
し
ま

す。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
よ
く
、
私
た
ち
に

昔
の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
の
話
、
私
の
お
父

さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
の
話
で
す
。
私
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
昔
の
話
が
大
好
き
で

す
。
だ
か
ら
、
ず
っ
と
ず
っ
と
私
と
い

っ
し
ょ
に
い
て
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
話
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん

宮下博美さん
(豊殿小・5年)

私
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、

七
十
七
歳
と
七
十
五
歳
で
す
。
年
で
い

え
ば
、
年
よ
り
く
さ
く
思
う
け
ど
、
私

に
と
っ
て
は
、
ま
だ
わ
か
い
よ
う
に
見

え
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
入
院
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
お
な
か
を
き

っ
て
、
ぬ
い
ま
し
た
。
今
も
そ
の
キ
ズ

あ
と
が
、
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と

き
、
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
お
じ
い
さ

ん
は
、
と
き
ど
き
家
で
ね
て
い
る
と
き

も
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
も
、
一
つ
し
か

な
か
っ
た
と
き
に
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
し
て

私
た
ち
が
見
た
り
、
ま
け
た
の
で
見
ら

れ
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

と
て
も
く
や
し
か
っ
た
け
ど
、
お
じ
い

さ
ん
は
私
た
ち
よ
り
年
よ
り
な
の
で
、

や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ
て
あ
げ
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
朝
早
く
田
ん
ぼ
や

畑
へ
行
き
ま
す
。
こ
の
前
、
お
姉
さ
ん

が
雨
の
ふ
っ
た
と
き
、
か
さ
を
持
っ
て

い
か
ず
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、
雨
の
中
を

お
姉
さ
ん
を
む
か
え
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
少
し
頭
が
い
た
い
と
言
っ
て
、

薬
を
の
ん
で
、
次
の
朝
元
気
に
な
り
ま

し
た
。
私
が
、
む
か
え
に
行
っ
た
ら
、

お
ば
あ
さ
ん
は
頭
が
い
た
く
な
ら
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
し
わ
が
二
、
三
十

本
、
い
い
、
ぇ
数
十
本
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
し
わ
に
楽
し
い
こ
と
や
、
う
れ
し
い

こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
な
き
た
か
っ
た

こ
と
が
、
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
と
き
ど
き
、
お
や
つ
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
く
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、

こ
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
げ
る
け
ど
お

い
し
く
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

た
ま
に
部
屋
の
こ
と
で
、
あ
れ
こ
れ

い
う
と
き
は
い
や
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け

き
を
つ
か
っ
て
く
れ
て
、
う
れ
し
い
で

す
。
と
き
ど
き
へ
ん
な
こ
と
を
言
う
け

ど
、
や
っ
ぱ
り
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば

あ
さ
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と

ず
っ
と
長
い
き
し
て
、
や
り
た
い
こ
と

を
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

(
「
お
年
寄
り
を
敬
う
作
文
」
の
入

選
作
品
発
表
は
、
今
回
で
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
)
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お
ふ
ろ
と
健
康

お
ふ
ろ
に
入
る
と
、
一
日
の
疲
れ
が

す
っ
か
り
吹
き
飛
ぶ
気
持
ち
の
良
さ
は

だ
れ
も
が
味
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
い
っ
そ
う
お
ふ
ろ
が
あ
り
が
た
く

な
り
ま
す
。

だ.えつ一(9)一一一一昭和56年12月16日 広 報

お
ふ
ろ
の
効
果

1
、
皮
膚
を
清
潔
に
し
、
血
行
を
よ
く

し
ま
す
。

2
、
湯
に
つ
か
る
と
筋
肉
の
緊
張
が
と

れ
る
の
で
、
肩
こ
り
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

3
、
ほ
っ
と
し
て
心
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し

ま
す
。

お
ふ
ろ
の
上
手
な
入
り
方

1
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ

必
ず
、
そ
の
日
の
健
康
状
態
を
確
め
、

熱
を
計
っ
て
か
ら
い
れ
ま
す
。
気
げ
ん

が
よ
い
こ
と
、
食
後
一
時
間
以
上
経
つ

て
い
る
こ
と
(
空
腹

は
い
け
ま
せ
ん
)
が

大
切
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
体
を

洗
っ
た
り
、
お
湯
に

入
れ
る
の
を
全
部
合

計
し
て
も
、
十
分
以

内
の
短
い
時
間
で
入

れ
ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
体
の
表

面
積
が
少
な
い
の
で
早
く
暖
ま
り
ま
す
。

頭
も
お
湯
で
サ
ラ
ッ
と
洗
い
、
温
阪

な
ど
皮
膚
の
病
気
が
な
い
場
合
は
、
せ

っ
け
ん
は

一
日
お
き
に
少
な
め
に
使
う

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
せ
っ
け
ん
を
使
い

過
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
皮
膚
に
必
要
な

脂
肪
ま
で
落
ち
て
し
ま
い
、
カ
サ
カ
サ

し
た
皮
膚
に
な
り
ま
す
。

2
、
幼
児
の
お
ふ
ろ

一
歳
を
過
ぎ
た
幼
児
も
、
お
ふ
ろ
は

長
く
入
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
お
ふ
ろ
ぎ
ら
い
に
な
る
子
供
の
場

合
、
毎
日
、
頭
を
シ
ャ
ン
プ
ー
で
ゴ
シ

ゴ
シ
洗
っ
た
り
、
体
を
洗
い
過
ぎ
る
こ

と
も
原
因
の
一
つ
で
す
。

子
供
は
汗
を
よ
く
か
き
、
一
日
中
泥

ん
こ
に
な
っ
て
遊
び
ま
す
か
ら
、
体
の

調
子
が
よ
け
れ
ば
毎
日
サ
ラ
ッ
と
入
れ

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

3
、
大
人
の
お
ふ
ろ

体
の
た
め
に
よ
い
お
湯
の
温
度
は
、

三
十
七
℃

1
四
十
℃
の
や
や
ぬ
る
め
の

湯
で
す
。
熱
い
お
湯
ほ
ど
体
の
表
面
に

与
え
る
温
度
刺
激
は
大
き
く
な
り
、
血

圧
を
上
げ
た
り
、
心
臓
へ
の
負
担
を
大

き
く
し
ま
す
。

き
て
こ
れ
か
ら
一
仕
事
と
か
、
勉
強

し
よ
う
ノ
と
い
う
場
合
は
、
新
陳
代
謝

を
高
め
精
神
を
緊
張
さ
せ
る
の
で
、
熱

い
湯
に
サ
ッ
と
入
る
の
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

ぬ
る
め
の
湯
は
、
血
管
を
少
し
ず
つ

広
げ
イ
ラ
イ
ラ
を
静
め
る
の
で
、
血
圧

の
高
い
人
、
心
臓
病
の
人
に
よ
い
で
し

ト
み
よ

J

。

4
、
お
年
寄
り
の
お

ふ
ろ

一
週
間
に
四

1
五
回
、
あ
ま
り
熱
く

な
い
湯
に
長
く
も
二
十
分
く
ら
い
の
入

浴
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

5
、
病
気
と
お
ふ
ろ

病
気
で
医
者
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
、

必
ず
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
に
し
ま
し

ょ
う
。
熱
の
な
い
風
邪
な
ら
、
熱
い
湯

に
サ
ッ
と
入
っ
て
、
暖
か
く
し
て
す
ぐ

寝
て
し
ま
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

入
浴
は
、
か
な
り
多
く
の
汗
を
か
き

心
臓
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
入
浴
中
の

脳
卒
中
発
作
や
子
供
の
長
湯
に
よ
る
脳

貧
血
な
ど
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

お
ふ
ろ
か
ら
上
が
っ
て
、
つ
い
気
持
ち

ょ
い
ま
ま
に
う
た
た
ね
を
し
た
り
、
う

す
着
で
湯
ざ
め
を
す
る
と
風
邪
を
ひ
き

ま
す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ら
せ
て
あ
げ
よ
う

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
口
聞
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
必
ず
生
活
環
境
課
へ
、
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を

H

不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
十
八
回
目
で
す
。

不
用
ロ
聞
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
口
問

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 12月7日現在)

ゆずります ゆずってください

英語カセ ッ トテープ (小学生用 8巻) 5，000円 子供用自動車いす

歩行器 (1 年使用、~f) 1，000円 ママコート

入学服一式 (紺ダブル、6歳用) 2，000円 電気スタント

電気ストーブ ( 1~~~~切リ換えスチーム付) 7，000円 大人用 自転車500W 子供用
ベビーカー (3年使用) 3，000同 ピアノ・オ/レヵーン

ジューサー(10年前購入) 1，000円 犬小屋 (鉄契2いもの)

50c.cノ〈イク (赤、l年使用) 30，000円 都市方、ス用ふろ一式

台所換気扇 (1年3か月使用) 1，000円 ステレオ

ガスオーブン (10図ぐらい使用) 7，000円 スノマイク (軽自動車)
タイ-¥"

編機 (半年使用) 15，000-20，000円 げた箱・洋服タンス

ベビーベ y ド(白、サー クル可) 3，000 -5， 000円 カ'ス 石油

ストープ ストーブ
スピードスケート (24cm)!.¥、5年前購入2回使用)2，000同 江戸妻

入学式用着物 (うすいピン夕、 7年前購入、普場サイズ)5，000阿 米びつ.ススピケーードト23cm 

スノfイクタイヤ(600-12、1シーズン使用、4本) 6，000円 洗濯機

じゅうぶん活用できる不用品は、どんなものでも登録しましょう。

そ の ⑩ ( 主 な も の )不用品登録情報

<>ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境課生活係
(ft⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。

く〉紹介後の トラプルなどについては、賀ー任を負L、かねますのて'ご了承ください。



一第 853号
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基準平I也の

tJ;i悼ft!l基準地の所在及び地居番
1 方メ
ートル当

番号 並びに住表示

格たりの(円価) 

上聞似) 上田市常入 1丁目 1，069番6
38，300 -1 「常入 1ー15ー 7J

2 上田市常磐城6丁目 1，426
番13i常磐城 6-8-8J 50，200 

上回市大字諏訪形

3 字荒神前535寄 1外lIl任 30，900 

上田市大字中之条

4 字油田827番93 24，200 

上田市大字古里

5 字西ノ手75番11 28，300 

上田市大字中野

6 字産川25番 4 16，700 

上田市中央西 1丁目6外，407 
7 苦手 2 5fj E 

「中央西 1-5-8
83，400 

上田市大字上回

8 字中丘1，486番10 57.100 

上田市大字岩下

9 字中島213番 1 24，200 

上田市大字下塩尻
10 字古屋敷297番14 29，400 

上田市大字吉田
11 字古池下341番 1 21，500 

上回市?吉田 2丁目 173番24
5 -1 

外21'Iti常国 2-35-5 J 88，200 

5 -2 
上田市中央1丁目5，127番4

366，000 
「中央 1-1-20J

上田市中央西 1丁目3，511
5 -3 

番 1i中央西 1ー15-2lj 97，200 

上回市天神2丁目1，849番
7 -1 

17外 11そ「天神 2百 2-4 J 
87，700 

広報うえだ 昭和56年12月16臼一一一一同一

県が基準地価格を公表
国土利用計画法に法づく、昭和56年地価調1d主権地の価絡が、 10

月 1日に県から公表されましたので、お知らせします

この基準地価絡は、土地の取引価棉の規制を適正、かつ円滑にす

るとともに、土地の取引価格の指標となるものです

上田市内では住宅地として 11か所、商業地 3か所、準工業地 1か

所のあわせて 15地点が基準地に選ばれています。

基準地の位置、価格などは、下表のとおりです。

= /民 t:I::::.一一
~‘ Eヨ 一一ー

地価調査の関係図書を閲覧
国土利用計画法施行令(昭和49年政令第387号)第 9条の規定による

昭和56年地価調査に係る図書を次により一般の閲覧に供します。

閲覧場所・・・上田市役所企画調整課

閲覧日・・・昭和56年 12月 3日から 3年聞の各日

(日曜日、祝日、その他市の休日を除く)

閲覧時間・・・午前 8時30分から正午までと午後 1時から午後 5時まで

(土曜日は正午まで)

その 他 ・・・閲覧を希望する人は、係員に申し出て、その指示に従っ

てください

昭和56年地価調査基準地価格表

基準地に 恭準鉄I也

係基計のの主t画他制要準る鶴地法に市そ
ついての

のその他要道

基の1準(也m干地-f) i 
基準面地の 水道、ガ基準地の 基準地の 基準地周辺の
前道路 ス供給施

の主
法令形状 利用の現況 土地利用の現況 な交通

の状況 設及び下 施設と 限で
水道の主主

のの接状近況
なも

備の状況 の

330 
はぽ台形

住宅 W-l
中規模一般住宅、小工場 西 4m 水道、ガ 上田駅 「都計区」

1 : 1.2 等が混在する住宅地域 市道 ス 2.7km 住居(2ω)

359 
ほほ?台育5

住宅 W-2
中規模一般住宅が建ち並

西市南側道5 1m Hll i首
上回駅 「1郁1主計宰f区J

1 : 1. 5 _"分譲住宅地域
11 

3.1km (50、80)

ほぽ台形
住宅 W-l

中規模一般住宅が散在す 東2.5m 上田駅 「都計区」
382 

1. 5 : 1 るI也域; 市道
11 

2.5km 住居(2∞)

農地の中に一般住宅が有 市東道4 m 上回駅 「都計区」
331 はぽ正方形 住宅 W-2

在する新興住宅地域
H 

2.9km 
1住専

北側側道 ( 50、80)

長方形 中規模住宅、庖舗、工場 南 4m 上回駅
252 

1 : 1. 2 
11 

等が建ち並ぶ地域 私ir而道道路
水道 3.7km 「都計区」

台形 中規模一般住宅、庖舗等 ~t 5 m 上回交
330 

1 : 1. 5 
11 

が混在する地域 市道
11 i泊I孟回 11 

里町200m

ほぽ長方形 中規模一般住宅が建ち並 南 6m 水道、カ 上田駅 「都百十区」
659 

1. 2 : 1 
住宅 W-l

ぶ高級住宅街 市道 ス 1.2km 
住居(200
íV， ~)j 火

ほぽ長方形
住宅 W-2

中規模一般住宅の多い高 西市道6 m 上田駅 「都計区」
501 1.2: 1 台の住宅地域

11 
2.0km 住居(200)

南1日IJ11i1J道

ほぽ長方形 一般住宅が建ち並-，;I日街 南 5m 
11 

大屋駅
「昔日計区j544 1 : 1.2 

11 
道沿いの住宅地域 市道 1.2km 

283 
ほぽ長方形

11 
中規模一般住宅が建ち並 北 6m

11 
西上回

11 

1 : 1. 5 ぷ住宅地域 市道 駅近接

393 
ほぽ長方形

11 
中規模一般住宅が散在す 東6m

水道
上田駅

11 

1. 2 : 1 る地域 市道 5.2km 

長方形 庖舗兼住宅 小売唐錦、一般住宅の主主 西 6m 水道/、oガ 上田駅 「近都商計(3区00)」
243 

1 2 ち並.. l，商庖街 市道 下ス水、 共 11.1km W-2 t相 ~JJ 火

143 
ほぽ長方形 中層ビル、小売l苫告Iiが建 東18m

11 
上回駅 近「都醐計(4区∞)」

1 : 1. 5 
11 

ち並ぶ駅前商庖街 同道 130m 防火

ほぽ長方形 官公署、病院、庖舗等が 4西国t道15m 水道、ガ 上回駅 「近i1者t防商s3十(火3区ω) 」348 
1. 2: 1 

11 
建ち並_"商業地域 ス 1.3km lWJ1QIJ 巡

長方形
住宅 W-2

庖舗、工場、一般住宅の 南16m 水道、ガ 上田駅 「ホ郎工計(2区ω)」
205 1 : 2 話t在する地域 市道 50001 端防火



お
米
は
普
か
ら
日
本
人
の
主
食
と
し

て
、
農
家
の
皆
き
ん
が
一
生
懸
命
作
っ

て
き
た
大
事
な
食
紐
で
す
。
し
か
し
、

昭
和
四
十
年
中
ご
ろ
か
ら
生
産
過
剰
と

な
り
、
一
方
で
は
食
生
活
の
変
化
に
よ

る
消
費
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
減
反
政

策
が
始
ま
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
は
米
が
余
っ
て
い
て

第 853号一f三えつ-ω一一一一昭和56年12月16日 広 報

米の適正集荷!こご協力を

合⑫4100内線322)(農林課

も
、
世
界
的
に
は
食
糧
が
不
足
し
て
い

V

矢

島

朋

江

樟

(

朝

日

ヶ

丘

)

部

様

三

万

七

千

九

百

七

十

二
円

ふ
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

ゃ

~

万

円

報

恩

寮

の

備

品

授

に

会

福

祉

基

金

の

積

立

金

と

し

て

カ

て

、

日

本

に

も

食

粒

危

機

が

訪

れ

る

~

V

鈴

木

富

士

夫

樟

(

小

田

原

市

)

二

V

浜

村

一

彦

樟

(

常

磐

城

二

)

図

書

十
!
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
状
況
の
中
川
次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い
千
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
百
九
十
四
冊
浜
村
文
庫
の
補
追
に

て
お
米
の
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
川
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く

お

礼

申

し

上

げ

て

V
清
水
国
太
郎
樟

(
桜
台
)
絵
画
二

食

組

管

理

法

の

改

正

が

行

わ

れ

、

「

皆

が

一

ま

す

。

V

平

松

よ

し

え

樟

(

緑

が

丘

二

五

点

市

施

設

掲

額

用

と

し

て

守
れ
る
食
糧
管
理
法
」
と
し
て
来
年
の
…
V
山
越
完
吾
樟
(
中
野
区
)
ン
ャ
ン
プ
|
十
万
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
V
社
団
去
人
日
本
伝
書
鳩
協
会
上
田
支

一

月

一

日

か

ら

施

行

さ

れ

ま

す

。

川

十

五

梱

、

液

体

洗

剤

六

梱

、

ス

キ

ン

ケ

し

て

部

樟

一

一

万

円

社

会

福

祉

基

金

の

積

今
固
め
改
正
は
お
米
の
安
定
供
給
か
~
ア
ク
リ
ー
ム
八
梱
社
会
福
祉
施
設
へ
V
上
国
交
通
株
式
会
社
樟
立
管
消
火
立
金
と
し
て

玉
目
的
で
す
の
で
、
次
の
点
が
特
に
重
…
V
近
藤
社
中
橘
会
樟
五
万
円
社
会
栓
一
基
消
防
用
水
利
と
し
て
(
大
字
V
膏
水
悦
男
樟
(
中
村
)
絵
画
一
点

要

で

す

。

ま

ず

「

米

の

適

正

集

荷

」

が

…

福

祉

基

金

の

積

立

金

と

し

て

上

野

字

道

場

町

)

上

回

勤

労

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

へ

大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
や
み
米
が
~
V
塩
田
農
協
婦
人
部
樟
一
万
円
社
V
上
回
小
県
歯
科
医
師
会
様
歯
ブ
ラ
V
上
回
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合
樟

大
量
に
流
れ
る
と
、
せ
っ
か
く
政
府
が
…
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て
シ
五
百
本
第
三
回
上
田
市
健
康
づ
く
信
州
味
噌
一
旬
入
十
個
が
二
十
箱
、
一

買
い
上
げ
た
米
も
消
費
者
に
買
っ
て
も
~
V
海
野
町
商
底
街
振
興
組
合
横
一
万
り
推
進
大
会
(
み
ん
な
で
守
ろ
う
歯
の
均
入
六
個
が
一
箱
、
醤
油
一
・
八

Z
入

ら

え

ず

、

大

部

分

が

余

剰

米

と

な

っ

て

…

八

千

百

九

円

社

会

福

祉

基

金

の

積

立

健

康

)

に

六

本

生

活

保

護

世

帯

及

び

福

祉

施

設

倉
庫
に
入
つ

t
ま

ま

に

な

っ

て

し

ま

い

~

金

と

し

て

V

上

回

日

本

無

線

労

働

組

合

青

年

婦

人

な

ど

へ

歳

末

慰

問

と

し

て

ま
す
。
こ
れ
で
は
政
府
が
買
い
入
れ
る

γJ---Ef--

日
江
守
れ
れ
れ
計
一
二
名
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
日
一
一
一
日
ハ
一
)
作
詩
町

民
と
し
た
食
縮
管
理
法
の
存
続
も
あ
や
川

4
1
|

飯
島
英
子
さ
ん
(
築
地
)
、
小
泉
義
雄
さ

ぶ
ま
れ
ま
す
。

v

b
わ

)

ん

(

上

小

島

)

、

朝

日

告

さ

ん

(

千

曲

こ

ん

な

事

態

を

招

か

な

い

た

め

に

は

、

二

一

し

L

奇
襲

1
1
7

町
)
、
小
池
恭
平
さ
ん
(
手
塚
)
、
橋
詰
藤

生
産
者
は
正
規
な
流
通
ル
|
ト
に
売
り
二
員
一

i
b
D案じ
す

ん

(

鈴

子

)

横

山

勇

司

さ

ん

(

仁

渡
た
し
、
消
費
者
も
正
規
な
ル

l
ト

か

二

委

一

声

4μ

一d趣
古

田

)

ら

買

い

入

れ

る

必

要

が

あ

る

わ

け

で

す

。

二

謹

一

語

専

ぬ

A抑
制

付

人

権

擁

護

委

員

の

皆

さ

ん

は

、

憲

法

そ

こ

で

、

十

月

八

日

に

食

植

事

務

所

、

二

擁

一

両

分

表

'

で

保

障

さ

れ

て

い

る

国

民

の

基

本

的

人

県
、
市
町
村
、
経
済
連
、
米
穀
句
集
山
一
権
一

γ
何
人

ρdM/
〉

九

権

、

す

な

わ

ち

生

命

、

自

由

お

よ

び

幸

荷

業

者

な

ど

に

よ

る

「

米

穀

適

正

集

荷

二

人

一

会

官

時

ご

)

福

追

求

な

ど

の

権

利

が

犯

さ

れ

る

こ

と

推

進

会

議

」

を

結

成

し

、

米

の

不

正

規

~

一

一

ん

ば

マ

の

な

い

主

つ

監

視

し

て

い

ま

す

。
ま
た
、

読

通

(

や

み

)

の

防

止

に

努

め

る

こ

と

~

こ

れ

ら

の

権

利

が

犯

さ

れ

た

場

合

に

は

、

に

な

り

ま

し

た

の

で

、

特

に

生

産

者

の

川

人

権

擁

護

委

員

に

坂

田

堅

こ

さ

ん

(

大

そ

の

救

済

の

た

め

速

や

か

に

適

切

な

処

皆
さ
ん
は
‘
正
規
な
集
荷
業
者
以
外
に
〉
屋
・
再
任
)
と
清
水
幹
崇
き
ん
(

岩

門

・

置

を

と

る

な

ど

、

住

み

よ

い

社

会

を

つ

は

米

を

売

ら

な

い

よ

う

ご

協

力

を

お

願

川

再

任

)

が

、

十

二

月

一

目

、

法

務

大

臣

く

る

た

め

活

動

さ

れ

て

い

ま

す

。
皆
ざ

い
し
ま
す
。

川
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ん

、

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

4)1_ 

むlle

ご
寄
付
お
礼

ほ
か
に
、
次
の
十
名
の
皆
き
ん
が
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。砥

石
種
次
き
ん
(
緑
が
丘
二
、
田
口

十

社
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お知らせ受
診
をお

勧
め
し
ま
す

えつ

H

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
H

広報

保
健
予
防
隈
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0

内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
成
人
病
の
予
防
と
健
康
増

進
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
、

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
(
長
野
市

若
里
)
で
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通

常
の
諸
検
査
の
ほ
か
に
特
に
体
力
測
定

を
行
い
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
最
新
の

分
析
装
置
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用

し
て
詳
し
く
健
康
状
態
を
説
明
し
て
く

れ
ま
す
。

今
回
は
、
市
役
所
前
か
ら
健
康
セ
ン

タ
ー
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
す
る

一第 853号

12月中、各保育園では恒例の「おもちつ
:き」ガ行われます。

ここ豊殿保育園でも、 12月8日「おもち
;っき」ガ行われ、みんなは いヨイショ、ヨ
iイショ、、と声をかけながら、元気よくおも
iちをつきましだ。

予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
健
康

度
を
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
・
:
満
三
十
五
歳
以
上
、
六
十
五

歳
ま
で
の
市
民
の
皆
き
ん

募
集
人
員
・
・
・
百
名

検
査
内
容
・
:
尿
検
査
、
血
液
生
化
学
検

査
、
肺
機
能
検
査
、
心
電
図
検
査
な

ど
十
二
項
目
の
検
査
と
体
力
測
定

受
診
料
:
・
八
千
百
円
(
体
力
測
定
を
し

な
い
場
合
は
七
千
三
百
円
)

助
成
金
:
・
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)
を
補

助
し
ま
す
が
、
補
助
の
対
象
と
な
る

方
は
①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
、

②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
助
成
制

度
の
な
い
方
に
限
り
ま
す
。
交
通
費

は
全
員
に
補
助
し
ま
す
。

受
診
日
・
:
来
年
一
月
下
旬
か
ら
二
月
下

旬
ま
で
の
指
定
さ
れ
た
日

申
込
方
法
:
・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
加
入
保
険
名
、
以
前
に
セ

ン
タ
ー
で
受
診
し
た
こ
と
の
有
無
を

電
話
で
保
健
予
防
諜
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
・
:
来
年
一
月
五
日
(
た

だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
)

そ
の
他
・
:
①
受
診
日
は
決
定
次
第
通
知

し
ま
す
。
②
受
診
料
補
助
対
象
者
は

受
診
決
定
後
、
印
鑑
と
保
険
証
、
金

融
機
関
の
口
座
番
号
を
用
意
し
、
受

診
前
に
当
課
ま
で
申
請
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
③
受
診
当
日
は
、
午
前
七

時
ま
で
に
指
定
場
所
へ
ご
集
合
く
だ

さ
い
。
④
申
込
の
取
り
消
し
ゃ
変
更

は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

⑤
対
象
外
の
方
で
も
受
診
は
で
き
ま

す
が
、
補
助
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

納
税
は
口
座
振
替
で

担
税
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
4
1

有
線
②
0
6
9
1

電
話
料
や
テ
レ
ビ
の
受
信
料
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
「
口
座
振
替
」

を
利
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。納

税
に
も
、
こ
の
「
口
座
振
替
」
を

利
用
さ
れ
れ
ば
、
納
め
忘
れ
や
支
払
い

の
手
聞
が
は
ぶ
け
て
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
方
法
は
、
金
融
機
関
や
収
税

課
に
用
意
し
て
あ
る
「
市
税
等
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
住
所
、
氏
名
、
預
貯
金

の
種
類
、
口
座
番
号
な
ど
を
記
入
し
、

現
在
で
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
姿
や
製
造

業
活
動
の
状
況
(
組
織
、
従
業
員
数
、

製
造
品
出
荷
額
な
ど
)
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
調
査
の

結
果
は
、
国
民
生
活
の
広
い
分
野
で
活

用
さ
れ
住
み
よ
い
日
本
を
築
く
た
め
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
統
計
調
査
員
が
調

査
察
を
持
っ
て
お
伺
い
し
、
記
入
方
法

な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
と
あ
わ
せ
て
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
」
「
輸
出
生

産
実
態
調
査
」
「
工
業
実
態
基
本
調
査
」

及
び
「
長
野
県
工
業
統
計
調
査
」
も
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
事
業

所
の
皆
さ
ん
は
年
末
何
か
と
ご
多
忙
の

こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
所
期
の
目
的

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
工
業
統
計
が
達
成
で
き
ま
す
よ
う
格
段
の
ご
協
力

調
査
」
が
、
本
年
も
十
二
月
三
十
一
日
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

WE=====================================三三三==================-====三===三=

川

期

期

計

期

う

山

州

3

7

市

7

よ

。

似

割

第

す

す

む

州

第

第

(

税

ま

で

総

中

川

晴

れ

閣

制

S

O

さ

E

-

資

康

入

お

則

定

健

納

月

臨

固

民

に

ロ

刷

、

国

内

。

は

刷

は

と

期

い

限

川

税

期

納

き

期

砂

納

3

、

だ

納

町

の

第

は

く

の

酌

月

)

。

金

力

月

則

今

峨

す

税

協

今

刷

葺

で

こ

〈

通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
を
押
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
手
続
き
は
完
了
し
ま
す
。

以
後
、
こ
の
通
帳
か
ら
自
動
的
に
納
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

企
画
調
整
謀
統
計
係

官
⑫
4
1
0
0

内
線

6
1
9

6
2
0

有
線
②
0
8
3
2

町づくり

(市内中学生納税標語入選作品)

今月の納税

心ふれあう

固定資産税
(都市計画税)

国民健康保険税

納税で
し
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市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

管
理
操
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0

内
線

3
4
5

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
来
年
の
一
月
十
一
日
間
か
ら
同
月

二
十
一
日
附
ま
で
に
、
市
役
所
二
階
管

理
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
・
・
・
千
曲
町
を
除
く
全
団
地

家
賃
・
:
千
円
l
二
万
二
千
円

資
格
・
:
V
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
市

内
に
勤
め
先
の
あ
る
人
で
、
住
宅
に

困
っ
て
い
る
人

V
同
居
ま
た
は
同

円

。

付

活

充

一

万

す

寄

仕

に

ゆ

ω
ま

ご

奉

ら

H

J

げ

の

訳

さ

+

ら

上

額

点

、

円

か

し

多

「

り

4

U
申

年

た

な

一

1
札

毎

れ

と

-

J

ド

ト

お

ら

さ

円

円

引

く

か

設

万

十

一
日
厚
年
創

ω
。
日

付

。

日

に

良

川

た

+

ん

土

利

と

院

し

一

↓

出

ι一
口
仰
い
吋
…

光
J

こ

は

れ

ま

な

守

井

げ

ら

こ

け

に

白

石

川

か

、

金

と

中

び

酌

ん

き

基

こ

日

た

付

き

だ

井

る

+

の

寄

井

た

石

れ

一

-

こ

ご

石

い

等

さ

ザ

の

を

動

実

円

だえつ-ω』一一昭和56年12月16日 広 報

石井さんから300万円
=点訳奉仕活動基金としてー

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
入
、

単
身
入
居
は
六
十
歳
以
上
(
女
性
に

つ
い
て
は
五
十
歳
)
の
人
、
そ
の
他

特
定
の
人

V
市
営
住
宅
入
居
収
入

基
準
に
該
当
す
る
人
(
例
え
ば
、
給

与
所
得
者
で
扶
養
親
族
一
人
の
場
合
、

第
一
種
住
宅
は
年
間
収
入
百
五
十
七

万
二
千
円
以
上
二
百
二
十
五
万
七
千

九
百
九
十
九
円
以
下
。
第
二
種
住
宅

は
百
五
十
七
万
一
千
九
百
九
十
九
円

以
下
)

抽
選
日
・
場
所
:
・
来
年
一
月
二
十
九
日

幽
午
前
九
時
三
十
分
、
市
役
所
六
階

会
議
室

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
を
忘
れ
ず
に

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0

内
線

5
7
1

有
線
②
0
9
0
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

農
家
の
皆
き
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り
作
成
さ
れ

ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
と

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
留
意
さ
れ
、
必
ず

期
限
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

会
』
い
。申

請
書
の
握
出
は

1
月
叩
日
制
ま
で
に

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
皆
き
ん

に
今
月
中
に
届
く
よ
う
申
請
書
を
お
配

り
し
ま
す
。
所
定
の
欄
に
正
確
に
ご
記

入
の
う
え
、
来
年
の
一
月
十
日
ま
で
に

農
業
委
員
会
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
一

月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
選
挙
の

際
に
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査
し

た
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
さ
れ

ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
申
請

書
に
基
づ
い
て
二
月
二
十
日
ま
で
に
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
、

二
月
二
十
三
日
か
ら
十
五
日
間
、
選
挙

人
名
簿
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

も
し
、
名
簿
に
登
録
漏
れ
や
誤
載
な

ど
が
あ
れ
ば
、
こ
の
縦
覧
期
間
中
に
選

挙
人
は
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十
一
日
に
確

定
し
、
そ
の
後
一
年
問
、
農
業
委
員
会

委
貝
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

贈
り
物
に
タ
バ
コ
を

年
末
年
始
の
贈
物
に
、
贈
っ
て
喜
ば

れ
る
「
タ
バ
コ
」
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
お
買
い
に
な
る
タ
バ
コ
は
、

二
十
本
入
一
箱
で
二
十
五
円
三
十
銭
、

一
年
間
で
三
億
六
千
三
百
万
円
(
昭
和

五
十
五
年
度
実
績
)
が
タ
バ
コ
消
費
税

と
し
て
、
市
の
収
入
に
な
り
ま
す
。
タ

バ
コ
消
費
税
は
、
大
切
な
財
源
の
一
部

と
し
て
、
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
幼
厄包

健
康
診
査

三
歳
'
J

一
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い

ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

三歳児健康
診査日程表

会場 保健センター

地区

対

象 53年12月生

児

1 月

会場 保健セ ン ター 塩田母子健康センター
川西社会福

祉センター

対 4か月児 9か月児 1歳 6か月児 4・ 9か月児 1議 6か月児 1歳 6か月児

象
56年 9月生

55年7月生 5叫月生児 56年 9月生 56年 4月生 55年 7月生
56年 4月

地区 塩回全 区 川 西 全 区

1 月 19日 12日 14日

乳幼児健康診査日程表

A…塩尻、川辺、泉回、神川、神科、豊殿
B...東部、南部、中央、北部、西部、城下

直

て
事件事故みんなで防いで明るい新年

司.
」

(1 

年末年始のゴミ収集日

年末の特別ゴミ・危険物収集を次のとおり行います。

1> 12月29日伏)は、火曜日の収集地区

1> 12月30日嗣は、水曜日の収集地区

ゴミ・危険物は、午前 8時30分までに集積場所へ出し

てください。(塩田・川西地区は、午前 8時までに)

新年のゴミ・危険物収集は、 1月4日開)から平常どお

り行います。

歳末は、例年突発的な犯罪や交

通事故が多発する傾向にあります。

・運動の重点

①凶悪犯罪と盗犯の防止②暴力

団犯罪の防止③交通事故の防止

④少年非行の防止

歳末防犯運動
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お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
の

無
料
職
業
紹
介
所

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
労
働
大
臣

の
認
可
を
得
て
、
在
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
向
齢
者

(
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
)
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
と
し
て
、
お
年
寄
り
が
長
年
培

っ

た
能
力
や
知
識
と
経
験
を
再
び
社
会
に

役
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
で

明
る
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
、
ご
希
望
に
あ

っ
た
就
労
あ

っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
務
所
・
:
之
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

(
宮

⑫
4
1
1
9
)
 

受

付

・
:
日
曜
、
祝
日
を
除
く
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

えつ広報

償
却
資
産
の

申
告
準
備
は

お
済
み
で
す
か

資
産
税
課
資
産
税
係

宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

一 第 853号

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
、
来
年
の

一
一
月
一
日
で
す
。

毎
年
一
月

一
日
現
在
に
、
市
内
で
事

業
の
た
め
に
使
っ
て
い
る
償
却
資
産

(簿

外
資
産
、
寄
贈
に
よ
る
資
産
、
遊
休
未

稼
動
の
も
の
を
含
む
)
を
所
有
し
て
い

る
人

(土
地
家
屋
お
よ
び
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
容
体
は
除
く
)
や、

資
産
の
所
有
者
が
他
の
事
業
を
行

っ
て

い
る
人
に
貸
し
付
け
て
い
る
場
合
は
、

事
業
の
大
小
や
個
人
、
法
人
の
区
別
な

く
期
限
内
に
申
告
沓
を
提
出
で
き
る
よ

う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
個
人
、

法
人
の
事
業
所
に
は
、
十
一
月
三
十
日

付
で
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま

す
が
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
用
紙

が
配
布
さ
れ
な
か

っ
た
事
業
所
は
、
お

手
数
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ー
ク
ダ
ン
ス
、
デ
ィ
ス

コ
な
ど

月
影
寮
祭
に

お
出
か
け
を

塩
田
地
区
青
年
団

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

塩
田
公
民
館

宮
(⑬

6
8
8
3

塩
田
地
区
青
年
団
で
は
、
恒
例
の
ク

リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ

ー
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

と

き

:
・
十
二
月
二
十
五
日

ω午
後
七

寺

i
'見
寺

"
"
"
l「，，
H
H
H

と
こ
ろ
:
・
塩
田
公
民
館
二
階
ホ

l
ル

入
場
料
:
・
当
日
三
百
円
、
前
売
二
百
五

十
円
(
塩
田
公
民
館
に
あ
り
ま
す
)

持
ち
物
・
:
運
動
靴
(
上
ば
き
用
)
ま
た
は

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

内
容
・
:
初
歩
的
社
交
ダ
ン
ス
、
フ
ォ

宝
池
月
影
寮

宮
(
⑫

6
6
3
3

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
宝
池
月
影
寮

で
は
、
次
の
と
お
り
月
影
寮
祭
を
開
催

し
ま
す
。

と

き

・
:
十
二
月
二
十
日
間
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
:
新
田
区
民
会
館

内
容
:
・
①
演
劇
発
表
、
楽
器
演
奏
な

ど
②
会
食
会
(
バ
イ
キ
ン
グ
)

③
ゲ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

精神障害をもっ人には
障害者とともに⑦

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

精
神
障
害
を
も
っ
人
た
ち
に
と

っ
て

最
も
必
要
な
も
の
は
、
周
囲
の
人
た
ち

の
理
解
と
思
い
や
り
で
す
。

精
神
障
害
は
必
ず
遺
伝
す
る
と
か
、

精
神
障
害
を
も
っ
人
は
こ
わ
い
、
危
険

だ
、
な
ど
と
い
う
偏
見
を
ま
ず
改
め
ま

し
ょ
、つ
。

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

精
神
病
院
も
、
患
者
さ
ん
が
社
会
復

帰
す
る
た
め
の
ワ
ン
ス
テ

ッ
プ
で
す
。

多
く
の
入
院
患
者
さ
ん
た
ち
が
、
街
へ

出
て
買
物
を
し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
治
療
し
て
い
ま

す
。い

た
ず
ら
に
こ
わ
が
っ
て
社
会
か
ら

排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
温
か
い
気
持

ち
で
根
気
よ
く
悼
慨
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
的
に
あ
る
程
度
適
応
し
て
い
る

人
は
、
自
分
の
症
状
に
つ
い
て
も
自
党

が
あ
り
ま
す
。
気
持
ち
を
刺
激
す
る
よ

う
な
言
葉
に
は
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(
「
障
害
者
と
と
も
に
」
の
シ
リ
ー

ズ
は
、
今
回
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
)
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